
16

り
、
前
年
の
１
０
１
５
件
に
比
べ
る
と

１
４
４
件
、
14
・
19
％
減
少
し
た
。
２

年
振
り
に
減
少
す
る
と
と
も
に
、
１
０

０
０
件
を
下
回
っ
た
。

　

労
災
件
数
を
東
西
に
分
け
る
と
、
東

日
本
が
４
０
６
件
で
前
年
比
66
件
減
、

　

日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会
（
八

木
秀
夫
会
長
、
東
京
都
台
東
区
、
☎
３

８
５
１
・
８
４
０
５
）
は
先
ご
ろ
、
２

０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
１
～
12
月
の

ゴ
ル
フ
場
に
お
け
る
労
働
災
害
件
数
及

び
従
業
員
数
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

同
調
査
対
象
は
、
静
岡
県
を
除

く
全
国
46
都
道
府
県
の
同
連
合
会

加
盟
１
７
０
０
ク
ラ
ブ
（
事
業
所
）

で
、
東
日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会

連
合
会
（
加
盟
８
４
５
ク
ラ
ブ
）

と
西
日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連

合
会
（
同
８
５
５
ク
ラ
ブ
＝
一
部

非
加
盟
ク
ラ
ブ
を
含
む
）
を
そ
れ

ぞ
れ
集
計
し
て
い
る
。

　

同
調
査
の
集
計
ク
ラ
ブ
数
は
全

国
で
16
ク
ラ
ブ
減
、
増
減
率
で
は

０
・
93
％
減
少
し
、
東
西
別
で
は

東
日
本
（
１
都
１
道
15
県
）
が
10

ク
ラ
ブ
減
、
１
・
17
％
減
、
西
日

本
（
２
府
27
県
）
が
６
ク
ラ
ブ
減
、

０
・
70
％
減
と
な
り
、
こ
れ
で
９

年
連
続
の
減
少
を
記
録
し
た
。

２
０
２
０
年
の
全
国
労
災
件

数
は
１
０
１
５
件

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
み
て
い
く

と
、
２
０
２
０
年
の
１
年
間
の
延

べ
労
災
件
数
は
８
７
１
件
に
の
ぼ
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DEC.2021

本
10
道
県
、
西
日
本
19
府
県
、
前
年
24

都
道
府
県
）
で
、
前
年
に
比
べ
る
と
減

少
に
傾
い
て
い
る
。

労
災
件
数
が
大
き
く
減
少
す
る
中

で
も
微
増
の
「
コ
ー
ス
管
理
」「
機

械
」

　

続
い
て
、
労
災
の
内
容
に
つ
い
て
み

て
い
く
。

　

労
災
発
生
の
職
業
別
件
数
は
、「
キ
ャ

デ
ィ
」
が
前
年
に
比
べ
83
件
減
少
し
た

も
の
の
４
１
０
件
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
コ
ー
ス
管
理
」
９
件
増
の
２
６
３

件
、「
そ
の
他
各
部
署
」
55
件
減
の
１

５
７
件
と
な
っ
て
い
る
。
西
日
本
の
み

で
集
計
し
て
い
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で

の
労
災
発
生
は
前
年
比
15
件
減
の
41
件

だ
っ
た
。

　

原
因
別
件
数
で
は
、
滑
り
・
ふ
み
外

し
・
転
倒
転
落
等
に
起
因
す
る
「
行
動
」

が
５
７
２
件
で
前
年
比
73
件
減
、
カ
ー

ト
・
コ
ー
ス
管
理
機
械
車
輌
等
に
起
因

す
る
「
機
械
」
が
１
１
２
件
で
１
件
増
、

「
打
球
」
が
46
件
で
13
件
減
、「
そ
の
他
」

が
１
１
９
件
で
31
件
減
、
西
日
本
の
み

集
計
の
「
通
勤
」
が
22
件
で
28
件
減
と

な
っ
た
。

　

前
年
に
比
べ
事
故
の
発
生
件
数
は
減

っ
て
い
る
が
、
事
故
件
数
の
内
訳
で
み

る
と
職
業
別
で
キ
ャ
デ
ィ
、
原
因
別
で

向
は
例
年
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

千
葉
県
で
は
18
年
、
19
年
と
２
年
続

け
て
唯
一
全
国
で
労
災
件
数
１
０
０
件

を
超
え
て
い
た
が
、
20
年
は
３
年
振
り

に
１
０
０
件
を
割
っ
た
。
千
葉
県
の
こ

の
改
善
に
よ
っ
て
、
労
災
件
数
が
１
０

０
件
を
超
え
た
都
道
府
県
は
ゼ
ロ
と
な

っ
た
。

　

逆
に
発
生
件
数
の
少
な
い
順
で
は
、

岩
手
県
が
18
年
の
山
形
県
で
記
録
し
て

以
来
２
年
振
り
と
な
る
労
災
ゼ
ロ
と
な

っ
た
。
岩
手
県
に
続
い
て
は
秋
田
県
・

新
潟
県
・
島
根
県
の
３
県
で
各
１
件
、

青
森
県
・
山
形
県
・
群
馬
県
・
鳥
取
県

で
各
２
件
、
和
歌
山
県
で
３
件
な
ど
。

労
災
件
数
ひ
と
桁
は
計
21
件
に
の
ぼ
っ

て
い
る
。

　

群
馬
県
と
新
潟
県
は
、
ク
ラ
ブ
数
が

多
く
（
群
馬
55
ク
ラ
ブ
、
新
潟
34
ク
ラ

ブ
）、
従
業
員
数
も
１
０
０
０
人
超
（
群

馬
２
７
９
２
人
、
新
潟
１
６
９
９
人
）

だ
が
、
毎
年
ひ
と
桁
の
労
災
発
生
で
推

移
し
て
い
る
。

　

労
災
件
数
の
前
年
と
の
比
較
で
は
、

「
前
年
と
比
較
し
て
増
加
」
し
た
の
が

11
県
（
東
日
本
４
県
、
西
日
本
７
県
、

前
年
18
府
県
）、「
前
年
と
変
わ
ら
ず
」

が
６
都
県
（
＝
東
日
本
３
都
県
、
西
日

本
３
県
、
前
年
４
道
県
）、「
前
年
と
比

較
し
て
減
少
」
が
29
道
府
県
（
＝
東
日

13
・
98
％
減
、
西
日
本
が
４
６
５
件
で

78
件
減
、
14
・
36
％
減
と
、
と
も
に
大

き
く
減
少
し
て
い
る
。

　

２
０
０
０
年
代
の
労
災
事
故
件
数
の

推
移
を
み
る
と
、
２
０
０
０
年
の
１
５

６
５
件
か
ら
漸
減
傾
向
と
な
り
、
16
年

に
９
７
２
件
と
１
０
０
０
件
を
割
っ
た
。

17
年
９
８
０
件
、
18
年
１
１
０
３
件
と

２
年
連
続
で
増
加
し
、
再
び
千
件
台
に

戻
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
２
０
０
年
に
大

き
く
改
善
さ
れ
、
３
年
振
り
に
１
０
０

０
件
を
下
回
っ
た
。

　

１
ク
ラ
ブ
当
た
り
の
災
害
件
数
は
０ 

・
51
件
で
、
前
年
に
比
べ
０
・
08
件
の

減
少
と
な
っ
て
い
る
。
東
西
別
で
は
、

東
日
本
０
・
48
件
（
前
年
比
０
・
07
件

減
）、
西
日
本
０
・
54
件
（
同
０
・
09
件

減
）
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
状
況
は
神
奈
川
県
の

85
件
が
最
多
、
岩
手
県
で
は
労
災

件
数
が
ゼ
ロ
に

　

都
道
府
県
別
の
労
災
状
況
は
、
神
奈

川
県
の
85
件
（
前
年
77
件
）
を
は
じ
め
、

千
葉
県
77
件
（
１
０
８
件
）、
兵
庫
県

67
件
（
67
件
）、
埼
玉
県
60
件
（
59
件
）、

愛
知
県
56
件
（
58
件
）、
栃
木
県
44
件

（
48
件
）、
福
岡
県
42
件
（
51
件
）
な
ど

と
な
り
、
都
市
部
ま
た
は
ゴ
ル
フ
場
数

の
多
い
と
こ
ろ
で
発
生
件
数
が
多
い
傾

行
動
が
突
出
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ま
で

通
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。

重
大
事
故
は
、
死
亡
事
故
２
件
減

の
５
件
、
永
久
労
働
不
能
及
び
永

久
一
部
労
働
不
能
ゼ
ロ

　

事
故
の
内
容
に
つ
い
て
だ
が
、
労
災

事
故
は
重
大
事
故
（
死
亡
、
永
久
労
働

不
能
、
永
久
一
部
労
働
不
能
）
と
、
休

業
災
害
（
30
日
以
上
、
８
日
以
上
、
４

～
７
日
、
１
～
３
日
）
に
分
か
れ
る
。

　

20
年
の
重
大
事
故
を
み
る
と
、
死
亡

５
件
（
東
日
本
２
件
、
西
日
本
３
件
）、

永
久
労
働
不
能
０
件
、
永
久
一
部
労
働

不
能
０
件
の
計
５
件
発
生
し
て
い
る
。

休
業
災
害
は
８
７
１
件
だ
っ
た
。

　

前
年
は
重
大
事
故
が
死
亡
７
件
、
永

久
労
働
不
能
３
件
、
永
久
一
部
労
働
不

能
２
件
の
計
12
件
、
休
業
災
害
が
１
０

０
３
件
だ
っ
た
の
で
、
前
年
よ
り
も
大

幅
に
改
善
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

20
年
の
死
亡
事
故
５
件
は
、
２
０
０

０
年
代
で
は
09
年
、
10
年
、
17
年
と
同

水
準
。
こ
こ
10
年
で
は
、
19
年
の
７
件

が
最
多
で
、
そ
れ
よ
り
は
少
な
い
も
の

の
、
平
均
４
件
で
推
移
し
て
い
る
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

死
亡
事
故
を
都
道
府
県
別
で
み
る
と
、

北
海
道
、
長
野
県
、
愛
知
県
、
福
岡
県
、

熊
本
県
で
そ
れ
ぞ
れ
１
件
発
生
し
て
い
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は
毎
日
新
た
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
。

　

死
亡
事
故
ば
か
り
で
は
な
く
、
怪
我

の
軽
重
に
関
わ
ら
ず
事
故
は
撲
滅
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
故
ゼ
ロ
、
死
亡

ゼ
ロ
が
当
た
り
前
と
な
る
環
境
作
り
を
、

る
。

　

原
因
の
内
訳
は
、
コ
ー
ス
管
理

中
の
事
故
が
４
件
、
通
勤
中
の
事

故
が
１
件
で
、
い
ず
れ
の
事
故
も

50
歳
以
上
の
従
業
員
だ
っ
た
。

　

コ
ー
ス
管
理
中
の
事
故
の
う
ち

３
件
は
、
作
業
車
や
作
業
機

械
の
下
敷
き
に
な
る
ケ
ー
ス

だ
っ
た
。
あ
と
の
１
件
は
木

の
伐
採
に
伴
う
事
故
で
、
側

溝
に
板
を
渡
し
て
高
枝
の
伐

採
作
業
を
し
て
い
る
最
中
に

板
を
踏
み
外
し
、
２
メ
ー
ト

ル
強
の
側
溝
に
転
落
し
亡
く

な
っ
た
と
い
う
。

　

一
つ
ひ
と
つ
の
作
業
だ
け

み
る
と
、
決
し
て
危
険
な
も

の
で
は
な
い
。
だ
が
、
斜
面

や
法
面
、
側
溝
な
ど
と
い
っ

た
場
所
で
作
業
す
る
と
、
危

険
に
な
っ
て
く
る
。
平
時
の

操
作
に
狂
い
が
生
じ
て
く
る

可
能
性
が
高
ま
る
か
ら
だ
。

毎
日
作
業
を
し
て
い
る
の
だ

か
ら
、
そ
の
く
ら
い
は
当
然

わ
か
っ
て
い
る
は
ず
。
し
か

し
、
一
瞬
の
動
作
や
判
断
ミ

ス
が
命
取
り
と
な
っ
て
し
ま

う
。
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、
作
業
従
事
者
に

労働災害実態調査（2020年1月1日～12月31日）�
●東日本 東日本ゴルフ場支配人会連合会

クラブ数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1コース

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2020年 845 2 0 0 404 406 222 108 76 17 268 53 68 0.48

2019年 855 4 0 0 468 472 250 105 117 36 284 58 94 0.55

増減 -10 -2 0 0 -64 -66 -28 3 -41 -19 -16 -5 -26 -0.07

伸び率 -1.17% -50.00% ― ― -13.68% -13.98% -11.20% 2.86% -35.04% -52.78% -5.63% -8.62% -27.66% -12.73%

●西日本 西日本ゴルフ場支配人会連合会

クラブ数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1クラブ

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2020年 855 3 0 0 462 465 188 155 81 29 304 59 51 0.54

2019年 861 3 3 2 535 543 243 149 95 23 361 53 56 0.63

増減 -6 0 -3 -2 -73 -78 -55 6 -14 6 -57 6 -5 -0.09

伸び率 -0.70% 0.00% -100.00% -100.00% -13.64% -14.36% -22.63% 4.03% -14.74% 26.09% -15.79% 11.32% -8.93% -14.29%

●全国

クラブ数
程度別災害件数 職種別件数 原因別件数 1クラブ

当たり 
災害件数死亡 永久 

労働不能
永久一部 
労働不能 休業災害 合計 キャディ コース 

管理 その他 打球 行動 機械 その他

2020年 1,700 5 0 0 866 871 410 263 157 46 572 112 119 0.51

2019年 1,716 7 3 2 1,003 1,015 493 254 212 59 645 111 150 0.59

増減 -16 -2 -3 -2 -137 -144 -83 9 -55 -13 -73 1 -31 -0.08

伸び率 -0.93% -28.57% -100.00% -100.00% -13.66% -14.19% -16.84% 3.54% -25.94% -22.03% -11.32% 0.90% -20.67% -13.56%

注・程度別災害件数＝「永久労働不能」は障害等級1～3級のもの、「永久一部労働不能」は障害等級4～14級のもの、原因別件数＝「行動」は滑り・ふみ外し・転倒
転落等の行動に起因する災害件数、「機械」はカート・コース管理機械車輌等に起因する災害件数、※西日本のみ集計＝職種別件数「レストラン」41件（前年比15件
減）、原因別件数「通勤」22件（前年比28件減）
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し
た
シ
ュ
ー
ズ
を
履
い
て
い
て
も
、
滑

り
や
転
倒
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
」

　

床
に
油
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
の
を
見
つ

け
る
の
は
難
し
い
。
ま
し
て
や
忙
し
い

時
は
作
業
に
集
中
す
る
か
ら
、
回
り
を

み
て
い
る
余
裕
す
ら
な
い
。
作
業
中
に

油
を
床
に
こ
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
ら
速
や

か
に
水
を
流
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
滑
り

に
く
く
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
、〝
油

を
こ
ぼ
し
た
と
こ
ろ
あ
る
か
ら
、
気
を

付
け
て
！
〟
な
ど
と
厨
房
内
の
従
業
員

に
一
言
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

●
木
の
伐
採
に
お
け
る
蔓
（
つ
る
）

　

ゴ
ル
フ
場
で
の
死
亡
事
故
で
、
機
械

に
次
い
で
多
い
の
が
、
木
の
伐
採
中
に

転
落
あ
る
い
は
下
敷
き
だ
が
、
Ｏ
Ｂ
区

域
で
剪
定
さ
れ
て
い
な
い
雑
木
を
伐
採

す
る
時
に
、
蔓
（
つ
る
）
に
よ
っ
て
思

わ
ぬ
事
故
が
起
き
か
ね
な
い
と
い
う
。

　

木
を
伐
採
す
る
際
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
を
使
っ
て
、
受
け
口
を
作
り
、
次
に

追
い
口
を
切
り
込
む
。
す
る
と
、
受
け

口
側
に
木
が
倒
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
伐

採
し
よ
う
と
す
る
木
の
周
囲
に
つ
る
が

あ
る
と
目
論
見
通
り
に
い
か
ず
、
退
避

し
て
い
て
も
倒
れ
た
木
に
直
撃
し
て
し

ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
だ
。

「
木
の
上
の
方
で
つ
る
が
あ
る
場
合
、

倒
れ
た
木
が
つ
る
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

し
て
も
何
ら
か
の
対
処
が
で
き
る
。
単

独
作
業
だ
と
一
つ
の
事
故
が
深
刻
に
な

る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

「
１
人
で
の
作
業
は
絶
対
に
ダ
メ
で
す
。

補
助
者
が
い
れ
ば
、
万
が
一
の
時
で
も

助
け
ら
れ
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
の
周
辺
ゴ

ル
フ
場
で
は
、
脚
立
を
使
う
場
合
に
は

脚
立
使
用
許
可
書
の
提
出
を
求
め
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
作
業
の
た
め
に
脚
立
を

使
う
の
か
、
補
助
者
は
誰
か
を
記
し
、

上
司
の
判
子
を
も
ら
っ
て
か
ら
の
使
用

と
な
り
ま
す
。
こ
う
す
る
だ
け
で
も
事

故
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
」

　

脚
立
を
使
用
す
る
の
に
許
可
申
請
な

ん
て
必
要
か
？　

と
思
わ
れ
る
だ
ろ
う

が
、
こ
れ
は
形
式
的
な
手
続
き
で
は
な

く
、
２
人
で
の
作
業
を
徹
底
さ
せ
る
た

め
、
事
故
を
予
防
す
る
た
め
の
注
意
喚

起
で
あ
り
、
決
し
て
大
袈
裟
で
は
な
い
。

●
厨
房
内
の
転
倒
や
滑
り

　

転
倒
や
滑
り
と
聞
く
と
、
コ
ー
ス
で

キ
ャ
デ
ィ
が
斜
面
な
ど
で
転
倒
或
い
は

滑
り
を
想
像
し
が
ち
だ
が
、
ハ
ウ
ス
内

で
も
転
倒
、
滑
り
は
多
い
と
い
う
。

「
外
部
か
ら
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
、

厨
房
内
で
の
滑
り
、
転
倒
も
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
な
ど
忙
し
い
時
に
、
お

料
理
を
作
る
過
程
で
床
に
油
を
こ
ぼ
し
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
た
め
転
倒
す

る
ケ
ー
ス
で
す
。
厨
房
で
の
作
業
に
適

な
い
。

　

他
の
作
業
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

の
緩
み
や
不
注
意
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
に

な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
中
で
特
に
気
を

付
け
る
べ
き
事
故
と
注
意
ポ
イ
ン
ト
を

岡
本
委
員
長
に
聞
い
た
。

●
脚
立
作
業

「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
の
高
い
場
所
を
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
時
な
ど
で
、
１
人
で

脚
立
に
あ
が
り
作
業
し
て
い
る
最
中
に

何
ら
の
原
因
で
脚
立
か
ら
転
落
す
る
事

故
も
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
」

　

特
に
お
風
呂
場
で
窓
ガ
ラ
ス
を
拭
く

な
ど
の
作
業
を
す
る
場
合
。
床
が
滑
る

し
水
気
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
要

注
意
と
の
こ
と
だ
。
２
人
、
そ
れ
以
上

で
行
え
ば
、
仮
に
事
故
が
起
こ
っ
た
と

ゴ
ル
フ
業
界
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
し
、
労
災
ゼ
ロ
の
意
識
を
常
に
持

つ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

人
の
動
き
が
少
な
け
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
事
故
は
減
る

　

２
０
２
０
年
の
労
災
事
故
は
、
こ
れ

ま
で
見
て
き
た
通
り
、
件
数
や
重
大
事

故
が
大
き
く
減
っ
て
（
改
善
し
て
）
い

る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
東
日
本
ゴ

ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
の
岡
本
豊
委
員
長
（
千
葉
夷

隅
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
総
支
配
人
）
に
聞
く

と
、「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
手
ゴ

ル
フ
場
企
業
の
ゴ
ル
フ
場
を
中
心
に
長

期
に
わ
た
り
休
業
し
た
こ
と
、
ま
た
、

営
業
す
る
ゴ
ル
フ
場
で
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
浴
室
を
使
わ
ず
に
セ
ル
フ
ス
ル
ー

プ
レ
ー
と
し
た
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
こ

と
で
す
ね
」
と
話
す
。

　

人
の
動
き
と
事
故
は
比
例
す
る
。
そ

し
て
、
人
が
動
く
限
り
事
故
は
な
く
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
人
は
事
故
を
ゼ
ロ

に
す
る
よ
う
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

死
亡
な
ど
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
い
の
は
、
芝
刈
り
機
な
ど
の

機
械
の
使
用
、
そ
れ
か
ら
樹
木
の
伐
採
、

剪
定
で
、
そ
れ
ら
作
業
に
は
常
に
危
険

予
知
と
細
心
の
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら

岡
本
豊
委
員
長
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年
の
緊
急
事
態
宣
言
時
の
よ
う
な
休
業

が
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
反
動
か
ら
事

故
が
増
え
て
い
る
も
の
だ
が
、
第
３
期

（
７
～
９
月
）
に
は
是
正
さ
れ
て
件
数

が
減
少
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

「
ゴ
ル
フ
場
は
ハ
ウ
ス
、
コ
ー
ス
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
と

い
え
ま
す
」

　

こ
こ
で
言
う
危
険
は
、
作
業
の
危
険

で
は
な
く
、
作
業
で
一
つ
間
違
え
る
と

重
症
化
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

で
あ
る
。

　

そ
の
危
険
を
回
避
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
千
葉
夷
隅
Ｇ
Ｃ
を
例
に

取
る
と
、
従
業
員
が
目
に
す
る
と
こ
ろ

に
、
日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会

が
作
成
し
た
「
今
日
も
ま
た
無
事
故
で

終
わ
り
ナ
イ
ス
パ
ー
」
の
労
働
安
全
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
の
ぼ
り
や
、「
無
災
害

記
録
表
」
の
ボ
ー
ド
な
ど
を
掲
示
し
、

従
業
員
に
危
険
を
回
避
す
る
意
識
を
常

に
持
た
せ
て
い
る
。

　

無
災
害
記
録
表
は
、
無
災
害
の
目
標

日
数
を
〝
３
０
０
０
日
〟
と
設
定
し
、

そ
の
下
に
無
災
害
の
日
に
ち
が
わ
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
３
０
０
０
日
（
８

年
80
日
）
は
長
い
と
感
じ
る
が
、
無
災

害
の
日
が
カ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

く
に
つ
れ
て
、
そ
の
数
字
を
途
絶
え
さ

せ
た
く
な
い
か
ら
今
日
も
一
日
作
業
に

っ
て
予
想
も
つ
か
な
い
方
向
に
倒
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
倒
木
の
重
み
で
も

ち
ぎ
れ
な
い
ほ
ど
、
つ
る
は
非
常
に
強

靭
で
す
。
枯
れ
て
も
強
靭
で
す
」

　

つ
る
が
そ
こ
ま
で
厄
介
だ
な
ん
て
、

林
業
の
知
識
が
な
い
限
り
わ
か
ら
な
い
。

安
全
に
木
を
伐
採
す
る
た
め
に
は
、
つ

る
の
存
在
を
見
過
ご
さ
ず
、
対
処
す
る

こ
と
だ
。
つ
る
の
対
処
方
法
は
、
と
に

か
く
、
つ
る
を
切
る
こ
と
。
つ
る
が
あ

り
そ
う
な
エ
リ
ア
の
木
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
事
前
に
そ
の
木
や
そ
の
周
辺
に

つ
る
が
な
い
か
を
確
認
し
、
見
つ
け
た

ら
切
る
こ
と
を
心
が
け
た
い
。

Ｊ
Ｇ
Ａ
が
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
管
理
作

業
で
の
死
亡
事
故
防
止
を
要
請

　

今
年
６
月
９
日
、
神
奈
川
県
内
の
ゴ

ル
フ
場
で
木
の
伐
採
作
業
中
に
高
所
作

業
車
が
高
圧
線
に
接
触
し
て
男
性
作
業

員
２
名
が
感
電
死
す
る
事
故
が
発
生
し
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
で
大
き
く
報
じ
ら

れ
た
。
ま
た
、
同
事
故
に
前
後
し
て
茨

城
県
、
福
島
県
で
も
各
１
件
、
ゴ
ル
フ

場
内
で
の
死
亡
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
公
益
財
団

法
人
・
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｊ
Ｇ
Ａ
）

は
７
月
６
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

【
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
管
理
作
業
に
お
け
る

死
亡
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
】
と
し
て

「
ゴ
ル
フ
場
事
業
者
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
安
全
管
理
体
制
を
見
直
す
と

と
も
に
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
く
、
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
表
明
し
て
い
る
。

　

岡
本
委
員
長
に
よ
る
と
、
東
日
本
ゴ

ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会
加
盟
ク
ラ
ブ

で
の
今
年
の
労
災
事
故
は
、
第
１
期
（
１

～
３
月
）
と
第
２
期
（
４
～
６
月
）
が

前
年
よ
り
件
数
が
増
え
た
と
い
う
。
昨

JGAがホームページに載せた「労働災害等の防止対策の一例（参考）」（左）と「ゴルフ場の事業に
おける労働災害防止のためのガイドライン」
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気
を
付
け
る
意
識
が
働
く
。
無
災
害
記

録
表
に
限
ら
ず
、
行
動
す
る
に
あ
た
っ

て
数
値
目
標
が
ど
れ
ほ
ど
有
効
か
、
改

め
て
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

無
災
害
記
録
表
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
ま

で
無
災
害
で
業
務
を
行
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
意
識

と
、
目
標
ま
で
は
な
ん
と
し
て
で
も
無
災
害
に
と
い

う
意
識
が
働
く

ま
た
、
共
通
認
識
の
確
認
ツ
ー
ル
と
し

て
も
最
適
だ
。

　

過
去
に
は
４
０
０
０
日
強
ま
で
無
災

害
を
継
続
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
が
、

無
災
害
３
０
０
０
日
を
到
達
し
た
際

に
従
業
員
に
労
い
の
何
か
が
あ
っ
た

の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
「
ま
た
新
た
に

３
０
０
０
日
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し

た
だ
け
で
す
」（
岡
本
委
員
長
）

ゴ
ル
フ
場
従
業
員
数
２
年
連
続

減
、
西
日
本
で
の
落
込
み
大
き

く
、
都
道
府
県
別
で
は
千
葉
、

兵
庫
の
順
も
１
万
人
を
割
る

　

日
本
ゴ
ル
フ
場
支
配
人
会
連
合
会

の
労
働
災
害
実
態
調
査
で
は
、
ゴ
ル

フ
場
従
業
員
数
も
集
計
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
の
ゴ
ル
フ
場
従
業
員

（
キ
ャ
デ
ィ
・
臨
時
雇
用
・
パ
ー
ト

を
含
む
）
の
数
は
、
全
国
１
７
０
０

コ
ー
ス
で
10
万
７
９
９
４
人
に
の
ぼ

っ
た
。

　

東
西
別
で
は
、
東
日
本
は
５
万
３
１

３
８
人
、
西
日
本
は
５
万
４
８
５
６
人
。

前
年
と
の
比
較
で
は
、
東
日
本
４
７
０

人
減
、
０
・
87
％
減
、
西
日
本
２
２
２

６
人
減
、
３
・
96
％
減
、
全
体
で
は
２

６
９
６
人
減
、
２
・
44
％
減
と
な
っ
た
。

東
日
本
は
微
減
だ
が
、
西
日
本
で
は
や

や
落
込
み
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
東

西
と
も
２
年
連
続
で
従
業
員
数
が
減
っ

て
い
る
状
況
だ
。

　

１
コ
ー
ス
平
均
の
従
業
員
数
を
算
出

す
る
と
63
・
53
人
と
な
り
、
前
年
に
比

べ
０
・
98
人
、
１
・
52
％
の
減
少
。
18

ホ
ー
ル
で
換
算
（
総
ホ
ー
ル
数
３
万
６

０
９
１
ホ
ー
ル
）
す
る
と
53
・
86
人
で
、

前
年
比
０
・
66
人
、
１
・
21
％
の
減
少

だ
っ
た
。

　

都
道
府
県
別
従
業
員
数
で
は
、「
前
年

と
比
較
し
て
増
加
」
は
東
日
本
５
都
県
、

西
日
本
５
県
の
計
10
都
県
（
前
年
は
15

都
県
）、「
前
年
と
変
わ
ら
ず
」
は
東
日

本
３
県
、
西
日
本
ゼ
ロ
の
計
３
県
（
５

道
県
）、「
前
年
と
比
較
し
て
減
少
」
は

東
日
本
９
道
県
、
西
日
本
24
府
県
の
計

33
道
府
県
（
26
府
県
）
と
、
減
少
傾
向

が
強
ま
っ
た
。

　

従
業
員
数
ト
ッ
プ
は
２
年
連
続
で
千

葉
県
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
５
９
２
人

減
の
９
５
９
９
人
だ
っ
た
。
２
位
は
昨

年
と
同
じ
く
兵
庫
県
で
前
年
比
８
０
１

人
減
の
９
３
４
８
人
。
千
葉
県
、
兵
庫

県
は
前
年
ま
で
１
万
人
を
超
え
て
い
た

が
、
２
０
２
０
年
で
は
と
も
に
１
万
人

を
割
っ
た
。
３
位
以
下
は
茨
城
県
６
４

３
２
人
（
前
年
比
77
人
増
）、
北
海
道

６
１
７
８
人
（
２
１
４
人
減
）、
栃
木

県
５
３
７
１
人
（
３
９
１
人
増
）、
埼

玉
県
５
１
８
０
人
（
２
７
９
人
増
）、
神

奈
川
県
４
８
５
５
人
（
前
年
と
同
）
な

ど
と
続
き
、
上
位
陣
は
大
都
市
圏
及
び

ク
ラ
ブ
数
の
多
い
と
こ
ろ
で
占
め
て
い

る
。
逆
に
最
も
少
な
か
っ
た
の
は
島
根

県
の
２
２
５
人
（
３
人
増
）
と
な
っ
て

お
り
、
従
業
員
５
０
０
人
未
満
は
計
６

県
、
１
０
０
０
人
未
満
で
は
計
17
県
に

の
ぼ
っ
た
。

　

前
年
と
の
増
減
率
で
み
る
と
、
最
も

増
加
し
た
の
は
栃
木
県
の
７
・
85
％
増
、

最
も
減
少
し
た
の
は
沖
縄
県
の
13
・
36

％
減
だ
っ
た
。

若
手
の
採
用
難
、
運
営
面
で
も
中

高
年
齢
層
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現

状
　

従
業
員
数
が
全
国
的
に
減
少
し
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
や
は
り
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
原
因
か
と
思
え
ば
、
そ
れ
ば
か

り
で
は
な
い
よ
う
だ
。
２
０
２
０
年
に

目
立
っ
て
減
少
し
た
西
日
本
ゴ
ル
フ
場

支
配
人
会
連
合
会
で
労
働
安
全
衛
生
委
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員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
佐
藤
浩
市
城

陽
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
支
配
人
に
話
を

聞
く
と
、「
従
業
員
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
は
、
新
卒
な
ど
若
手
の
採
用

難
が
響
い
て
」
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

新
卒
な
ど
の
若
手
が
ゴ
ル
フ
場
に
ど

う
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の
か

は
、
わ
か
ら
な
い
。
朝
が
早
い
、
拘
束

時
間
が
長
い
、
重
労
働

―
と
で
も
思

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
も

か
く
、
今
、
若
手
の
人
手
不
足
を
カ
バ

ー
す
る
存
在
な
の
が
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
と
し
て
就
職
す
る
中
高
年
齢
層
だ
。

　

佐
藤
委
員
長
に
よ
る
と
、
60
代
以
上

の
人
が
ゴ
ル
フ
場
に
就
職
し
て
く
る
ケ

ー
ス
が
多
い
と
い
う
。
ゴ
ル
フ
場
入
場

者
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ル
フ
場
運
営
も
高

年
齢
層
に
支
え
ら
れ
て
い
る
現
状
な
の

だ
が
、
社
会
人
に
な
り
、
が
む
し
ゃ
ら

に
働
い
て
、
定
年
を
迎
え
、
大
好
き
な

ゴ
ル
フ
を
職
業
に
し
よ
う
と
ゴ
ル
フ
場

に
就
職
す
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。

そ
う
い
う
人
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
日
々

の
業
務
も
懸
命
な
の
だ
そ
う
だ
。
高
齢

者
雇
用
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は

よ
い
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
の
ま
ま
中
高

年
齢
層
が
中
心
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、

将
来
的
に
は
ゴ
ル
フ
場
事
業
が
先
細
り

し
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
ス
タ
イ

ル
が
ガ
ラ
っ
と
一
変
し
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
よ
う
な
中
で
ゴ
ル
フ
は
３
密
を
回

避
す
る
健
康
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が

再
認
識
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
を
し
た
こ
と
が

な
か
っ
た
若
い
人
が
ゴ
ル
フ
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
取
っ

掛
か
り
に
、
こ
れ
ま
で
対
策
に
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
た
新
卒
採
用
に
弾
み
を
つ

け
た
い
と
こ
ろ
だ
。
そ
し
て
、「
農
業

や
林
業
な
ど
様
々
な
職
種
で
進
ん
で
い

る
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ
を
、
ゴ
ル

フ
場
業
界
も
早
く
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
委

員
長
）

　

最
後
に
、
従
業
員
の
高
齢
化
で
気
を

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

労
災
事
故
だ
。

　

こ
れ
ま
で
な
ら
軽
傷
で
済
ん
で
い
た

も
の
が
、
重
症
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
だ
と
い
う
。
２
０
２
０
年
の

死
亡
事
故
は
、
先
に
書
い
た
通
り
全
員

年
齢
が
50
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
体

力
が
低
下
し
て
い
る
、
判
断
能
力
が
鈍

っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
認
識
し
な
い

で
作
業
に
臨
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
作
業
中
に
持
病
が
発
症
し
て
し

ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
の
従

業
員
に
は
、
作
業
前
の
丹
念
な
準
備
運

動
、
こ
ま
め
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
よ
り

重
要
と
い
え
る
。
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DEC.2021

労働災害実態調査

2020年 2019年 増減 20年1クラブ 
平均

19年1クラブ 
平均 20

年
従
業
員
１
０
０
人 

当
た
り
労
災
件
数

19
年
従
業
員
１
０
０
人 

当
た
り
労
災
件
数

ク
ラ
ブ
数

労
災
件
数
（
人
）

従
業
員
数

ク
ラ
ブ
数

労
災
件
数
（
人
）

従
業
員
数

ク
ラ
ブ
数

労
災
件
数
（
人
）

従
業
員
数

労
災
件
数
（
人
）

従
業
員
数

労
災
件
数
（
人
）

従
業
員
数

北海道 107 32 6,178 105 40 6,392 2 -8 -214 0.30 57.7 0.38 60.9 0.52 0.63
青森 11 2 481 11 3 490 0 -1 -9 0.18 43.7 0.27 44.5 0.42 0.61
岩手 18 0 719 18 2 719 0 -2 0 0.00 39.9 0.11 39.9 0.00 0.28
秋田 14 1 443 14 4 470 0 -3 -27 0.07 31.6 0.29 33.6 0.23 0.85
宮城 27 9 1,243 27 15 1,296 0 -6 -53 0.33 46.0 0.56 48.0 0.72 1.16
福島 24 6 1,124 26 1 1,175 -2 5 -51 0.25 46.8 0.04 45.2 0.53 0.09
山形 10 2 336 10 3 336 0 -1 0 0.20 33.6 0.30 33.6 0.60 0.89
新潟 34 1 1,699 34 6 1,679 0 -5 20 0.03 50.0 0.18 49.4 0.06 0.36
群馬 55 2 2,792 58 2 2,907 -3 0 -115 0.04 50.8 0.03 50.1 0.07 0.07
栃木 104 44 5,371 104 48 4,980 0 -4 391 0.42 51.6 0.46 47.9 0.82 0.96
茨城 107 26 6,432 106 48 6,355 1 -22 77 0.24 60.1 0.45 60.0 0.40 0.76
千葉 113 77 9,599 119 108 10,191 -6 -31 -592 0.68 84.9 0.91 85.6 0.80 1.06
埼玉 63 60 5,180 63 59 4,901 0 1 279 0.95 82.2 0.94 77.8 1.16 1.20
東京 16 30 1,895 16 30 1,864 0 0 31 1.88 118.4 1.88 116.5 1.58 1.61

神奈川 51 85 4,855 51 77 4,855 0 8 0 1.67 95.2 1.51 95.2 1.75 1.59
山梨 36 19 2,269 38 16 2,382 -2 3 -113 0.53 63.0 0.42 62.7 0.84 0.67
長野 55 10 2,522 55 10 2,616 0 0 -94 0.18 45.9 0.18 47.6 0.40 0.38

東日本計 845 406 53,138 855 472 53,608 -10 -66 -470 0.48 62.9 0.55 62.7 0.76 0.88
愛知 54 56 4,761 54 58 4,763 0 -2 -2 1.04 88.2 1.07 88.2 1.18 1.22
岐阜 71 37 4,529 71 42 4,758 0 -5 -229 0.52 63.8 0.59 67.0 0.82 0.88
三重 54 19 3,984 56 23 4,088 -2 -4 -104 0.35 73.8 0.41 73.0 0.48 0.56
福井 10 5 413 10 2 450 0 3 -37 0.50 41.3 0.20 45.0 1.21 0.44
石川 23 9 1,220 23 14 1,186 0 -5 34 0.39 53.0 0.61 51.6 0.74 1.18
富山 15 6 971 15 8 973 0 -2 -2 0.40 64.7 0.53 64.9 0.62 0.82
大阪 29 18 3,399 29 22 3,450 0 -4 -51 0.62 117.2 0.76 119.0 0.53 0.64
滋賀 29 14 2,243 29 16 2,288 0 -2 -45 0.48 77.3 0.55 78.9 0.62 0.70
京都 25 7 1,926 24 15 2,018 1 -8 -92 0.28 77.0 0.63 84.1 0.36 0.74
奈良 30 27 2,439 30 24 2,466 0 3 -27 0.90 81.3 0.80 82.2 1.11 0.97

和歌山 15 3 649 17 7 714 -2 -4 -65 0.20 43.3 0.41 42.0 0.46 0.98
兵庫 135 67 9,348 136 67 10,149 -1 0 -801 0.50 69.2 0.49 74.6 0.72 0.66
鳥取 8 2 324 8 2 334 0 0 -10 0.25 40.5 0.25 41.8 0.62 0.60
島根 7 1 225 7 3 222 0 -2 3 0.14 32.1 0.43 31.7 0.44 1.35
岡山 35 13 1,827 36 18 1,962 -1 -5 -135 0.37 52.2 0.50 54.5 0.71 0.92
広島 42 17 1,919 42 14 2,105 0 3 -186 0.40 45.7 0.33 50.1 0.89 0.67
山口 22 8 1,183 22 8 1,362 0 0 -179 0.36 53.8 0.36 61.9 0.68 0.59
愛媛 19 4 901 19 7 918 0 -3 -17 0.21 47.4 0.37 48.3 0.44 0.76
香川 17 6 880 17 11 932 0 -5 -52 0.35 51.8 0.65 54.8 0.68 1.18
徳島 12 7 543 12 6 532 0 1 11 0.58 45.3 0.50 44.3 1.29 1.13
高知 10 8 616 11 18 644 -1 -10 -28 0.80 61.6 1.64 58.5 1.30 2.80
福岡 48 42 3,437 48 51 3,501 0 -9 -64 0.88 71.6 1.06 72.9 1.22 1.46
佐賀 15 11 878 15 12 936 0 -1 -58 0.73 58.5 0.80 62.4 1.25 1.28
長崎 21 8 831 21 15 842 0 -7 -11 0.38 39.6 0.71 40.1 0.96 1.78
大分 19 12 805 19 10 807 0 2 -2 0.63 42.4 0.53 42.5 1.49 1.24
熊本 34 15 1,428 34 13 1,407 0 2 21 0.44 42.0 0.38 41.4 1.05 0.92
宮崎 17 26 1,010 18 40 1,041 -1 -14 -31 1.53 59.4 2.22 57.8 2.57 3.84

鹿児島 25 11 1,311 25 13 1,246 0 -2 65 0.44 52.4 0.52 49.8 0.84 1.04
沖縄 14 6 856 13 4 988 1 2 -132 0.43 61.1 0.31 76.0 0.70 0.40

西日本計 855 465 54,856 861 543 57,082 -6 -78 -2,226 0.54 64.2 0.63 66.3 0.85 0.95
合計 1,700 871 107,994 1,716 1,015 110,690 -16 -144 -2,696 0.51 63.5 0.59 64.5 0.81 0.92

調査：東日本ゴルフ場支配人会連合会、西日本ゴルフ場支配人会連合会。従業員数はキャディ、臨時雇、パートを含む。西日本支配人会では平成27年から従業員数
に委託、派遣社員の労働者含む。西日本の表では従業員と非従業員(委託、派遣等)に分けて集計しているが本誌では合計人数で表示している。




